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  提喩：語らないことによって，読み手，聞き手の想像力をかきたたせる(余剰性)。 
  換喩：特定の部分に焦点を合わせて，残余の部分を指示(暗示)する。 
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  (1)類種関係や抽象⇋具体の関係が理解されているか 
  (2)話の示す範囲と意味内容が押さえられているか 
  (3)論理関係を示す語の機能が理解されているか 
  (4)語の意味の「色づけ」に注意が払われているか 
 2.文‐判断の正確さ 
  (1)主語‐述語の対応や，修飾語の機能が理解されているか 
  (2)文末表現に注意が払われているか 
  (3)文の種類の違いが理解されているか 
  (4)「すべて」と「ある」が見分けられているか 
  (5)「A は B である」の種々相が理解されているか 
 3.文章―論の筋道の正しさ 
  (1)論証の構造を理解しているか 
  (2)省略されている隠された前提や隠された仮説がないかどうかを注意しているか 
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段階 2 が成立する。一方，段階 3 に至るためには，方略同士を「統合」して論証間の階層関係を理
解しなければならない。「統合」の具体の二つ目はここに設定される。 
 (5)中学校説明的文章教材の方略的読みの系統性を捉えるための仮説的枠組み 







































































































  ○全ての論証の要素は明示されており，文章構成に一致している。 
  ○「自分の頭で考える」「頭の中で考える」「自分で考える」といった語が使われており，これ














































































  Ⅱ：アオスジアゲハの飼育体験(5～14 段落) 
 Ⅲ：トカゲの飼育体験(14～20 段落) 
 Ⅳ：「『動的平衡』にあるもの」としての生命(21～26 段落) 
 「Ⅰ」では，生物を様々な物質から成る精密な機械と見なす生物学者に対して，「生命について考
えるときには，もっと別の見方をする必要があるのではないか」と問いを提起している(3 段落)。 


























































 次に，24 段落と結びつけられているアオスジアゲハの飼育体験は，14 段落で描かれる。以下に引
用するのは，筆者が，世話を忘れて死なせてしまったアオスジアゲハを見た際の描写である。 
14 十個以上あったはずのサナギは全て羽化していた。羽化したアオスジアゲハは，ほとんどな

























































































  Ⅰ：「学ぶ力」としての「学力」(1～5 段落) 
  Ⅱ：「学力」が伸びる条件(6～17 段落) 
    第一の条件としての「己の無知についての自覚があること」(6～8 段落) 
    第二の条件としての「『師』を自ら見つけようとすること」(9～11 段落) 
    第三の条件としての「『師』を『その気』にさせること」(12～17 段落) 
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  12 第三の条件，それは「教えてくれる人を『その気』にさせること」です。 
  13 こちらには学ぶ気がある。師には「教えるべき何か」があるとします。条件が二つ揃いまし
た。しかし，それだけでは学びは起動しません。もう一つ，師が「教える気」になる必要が 
あります。 





































  12 第三の条件，それは「教えてくれる人を『その気』にさせること」です。 
  13 こちらには学ぶ気がある。師には「教えるべき何か」があるとします。条件が二つ揃いまし
た。しかし，それだけでは学びは起動しません。もう一つ，師が「教える気」になる必要が 
あります。 















































































１ 阿部昇「国語科の教科内容は 100 年間解明されてこなかった」科学的『読み』の授業研究会編『国語科教科
内容の系統性はなぜ 100 年間解明できなかったのか』学文社，2010 年，p.8 
２ 大内善一「国語科の『教科内容』は教材内容との一体性を前提に考えられていくべきである」科学的『読み』
授業研究会編『授業で子どもに必ず身につけさせたい「国語の力」』学文社，2014 年，p.142 
３ 岩永正史「小学校説明文教材系統案作成の試み(1)」『山梨大学教育人間科学部紀要』第 9 巻，2007 年，pp.114
－121，岩永正史「小学校説明文教材系統案作成の試み(2)」『山梨大学教育人間科学部紀要』第 11 巻，2009
年，pp.91－98，および岩永正史・皆川恵子「小学校説明文教材系統案作成の試み(3)」『山梨大学教育人間科
学部紀要』第 15 巻，2013 年，pp.113－119 
４ 光野公司郎『国際化・情報化社会に対応する国語科教育』渓水社，2004 年，pp.37－47 
５ Paris S. G., Wasik, B. A., & Turner, J. C., 1991, The Development of Strategic Readers. In M. L. Kamil, P. B. 
Mosenthal, & P. D. Pearson (Eds.) Handbook of reading research, Vol.Ⅱ, NY: Lomgman, p.611 
６ 拙稿「説明的文章の読みの授業実践における読解方略指導の展開」(全国大学国語教育学会編『国語科教育』
第 76 集，2014 年，pp.23－30)において整理した。 


























１ 阿部昇「国語科の教科内容は 100 年間解明されてこなかった」科学的『読み』の授業研究会編『国語科教科
内容の系統性はなぜ 100 年間解明できなかったのか』学文社，2010 年，p.8 
２ 大内善一「国語科の『教科内容』は教材内容との一体性を前提に考えられていくべきである」科学的『読み』
授業研究会編『授業で子どもに必ず身につけさせたい「国語の力」』学文社，2014 年，p.142 
３ 岩永正史「小学校説明文教材系統案作成の試み(1)」『山梨大学教育人間科学部紀要』第 9 巻，2007 年，pp.114
－121，岩永正史「小学校説明文教材系統案作成の試み(2)」『山梨大学教育人間科学部紀要』第 11 巻，2009
年，pp.91－98，および岩永正史・皆川恵子「小学校説明文教材系統案作成の試み(3)」『山梨大学教育人間科
学部紀要』第 15 巻，2013 年，pp.113－119 
４ 光野公司郎『国際化・情報化社会に対応する国語科教育』渓水社，2004 年，pp.37－47 
５ Paris S. G., Wasik, B. A., & Turner, J. C., 1991, The Development of Strategic Readers. In M. L. Kamil, P. B. 
Mosenthal, & P. D. Pearson (Eds.) Handbook of reading research, Vol.Ⅱ, NY: Lomgman, p.611 
６ 拙稿「説明的文章の読みの授業実践における読解方略指導の展開」(全国大学国語教育学会編『国語科教育』
第 76 集，2014 年，pp.23－30)において整理した。 





語教育学』復刊第 5 号(通巻 10 号)，2014 年，pp.19－35 
１０ 八田幸恵『教室における読みのカリキュラム設計』日本標準，2015 年，p.47 
１１ 福澤一吉『文章を論理で読み解くためのクリティカル・リーディング』NHK 出版，2012 年，pp.10－12 
１２ 道田泰司「批判的思考における soft heart の重要性」『琉球大学教育学部紀要』第 60 集，2002 年，p.162 
１３ 浅野楢英『論証のレトリック』講談社，1996 年，p.18 
１４ 同上書，p.23 
１５ 伊勢田哲治『哲学思考トレーニング』筑摩書房，2005 年，p.150 
１６ 間瀬茂夫「説明的文章における知識と教材の類型」島根大学教育学部国文学会編『国語教育論叢』第二十一
号，2012 年，P.49 
１７ 香西秀信『議論の技を学ぶ論法集』明治図書，1996 年，pp.26－47 
１８ 三輪正『議論と価値』法律文化社，1972 年，p.51 
１９ 香西前掲書：注 17，p.32
２０ 香西前掲書：注 17，pp.45－46 
２１ 野内良三『レトリック入門』世界思想社，2002 年，pp.54-78 
２２ 同上書，p.52 
２３ 野内良三『レトリックのすすめ』大修館書店，2007 年，p.10 
２４ エリン・オリヴァー・キーン著，山元隆春・吉田新一郎訳『理解するってどういう事？』新曜社，2014 年，
p.135 
２５ 井上尚美『思考力育成への方略〈増補新版〉』明治図書，2007 年，p.96 
２６ 浅野前掲書：注 13，p.202 
２７ オリヴィエ・ルブール著，佐野泰雄訳『レトリック』白水社，2002 年，p.155 
２８ 井上前掲書：注 25，pp.260－261 
２９ 岩﨑豪人「クリティカル・シンキングのめざすもの」『京都大学文学部哲学研究室紀要：prospectus』第 5
号，2002 年，p.22 
３０ 福澤前掲書：注 11，p.206 
３１ 坂場良久「イデオロギーとレトリック」鈴木健・岡部朗一編『説得的コミュニケーション論を学ぶ人のた
めに』世界思想社，2009 年，pp.217-251
３２ 井上前掲書：注 25，pp.75－93 
３３ 岩永正史「ランダム配列の説明文を再構成する際に用いられる説明方略」『山梨大学人間科学部紀要』第 3
巻，2002 年，pp.137－144，および岩永正史・堀之内志直「大学生はランダム配列の説明文をどのように再構
成するか」『山梨大学教育人間科学部紀要』第 13 巻，2011 年 
３４ 岩永正史・皆川恵子前掲論文：注 3，p.113 
３５ 西垣順子『児童期後期における読解力の発達に関する研究』北大路書房，2002 年，p.132 
３６ 香西前掲書：注 17，pp.20－21，および中村敦雄『日常言語のレトリック』教育出版，1993 年，pp.99－110 
３７ 舟橋秀晃「指導の系統を意識した教材配列を」日本国語教育学会編『月刊国語教育研究』No.404，2005 年，
pp.17－18 
(広島大学大学院博士課程後期３年) 
